
開催日時 2026年2月21日（土）10:00 ~ 18:00（受付 9:50~）

会　場 千葉大学 墨田サテライトキャンパス

募　集 50名
※定員に達し次第申し込みを終了させていただきます。

修了証 2月22日の講座終了後に「修了証」をお渡しいたします。

参加費 講座参加費：会員・学生8,000円／非会員10,000円

共　催 千葉大学

後　援 公益財団法人日本博物館協会
公益社団法人日本図書館協会
一般社団法人全国美術館会議
全国科学博物館協議会
全国歴史民俗系博物館協議会
全日本博物館学会
日本ミュージアム・マネージメント学会
西日本自然史系博物館ネットワーク

協　賛 株式会社丹青社
株式会社トータルメディア開発研究所
株式会社乃村工藝社
株式会社日展
株式会社ムラヤマ

お問い合わせ：日本展示学会事務局
〒565-8511

 
大阪府吹田市千里万博公園10-1

 国立民族学博物館 3階 （公財）千里文化財団
電話   06-6877-8893
Email： info@ tenjigaku.com
URL http://www.tenjigaku.com

展示学講座◉受講者募集
2026. 2 . 21 　・  22土 日

会場 千葉大学 墨田サテライトキャンパス

モノを「魅せる」展示のテクニック

https://forms.gle/QyBMeZDTXKWr5bvF7
お申し込み：右のQRコード

実行委員
 

大島紀和  （日展）,

齊藤克己 （実行委員長・丹青社）, 佐藤公信（千葉大学）
栗原祐司 （国立科学博物館）, 洪 恒夫（東京大学総合研究博物館）

からもお申し込み可能です。

展示学講座 2025年度プログラム概要
2026年 2月21日  　

日  　

（土）

（日）
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※プログラムは予定のため変更される場合があります。
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講座2日目
4) 講師    渡辺 珠美  (エフピークエスト)
演示具で「魅せる」展示のテクニック

展示見学会　たばこと塩の博物館　

1）講師　 洪 恒夫  (東京大学総合研究博物館)
標本を「魅せる」展示手法

2) 講師 　武蔵 淳  (和光 アートディレクター) 
商品を「魅せる」ショーウインドの展示手法

3) 講師 　仙田 満  (環境デザイン研究所 会長)
本を「魅せる」図書館の展示手法

2026 年 2 月22 9:00-17:30

情報交流会

講座1日目

http://www.tenjigaku.com

修了証授与・閉会挨拶

開会挨拶・プログラム説明

伏見清香 （放送大学）

草刈清人（練馬区立牧野記念庭園）

： 

： 

主　催 日本展示学会

日本展示学会のWebページ

5) 講師    藤原 工   (灯工舎)
照明効果で「魅せる」展示のテクニック

10:30

〒131-0044 東京都墨田区文花1-19-1

2026年2月22 9:30 ~ 17:30日（日）

19:00

ワークショッププログラム

14:30

東武亀戸線 小村井駅より徒歩5分
京成押上線・東京メトロ半蔵門線　押上駅より徒歩15分
交通アクセス　https://www.chiba-u.jp/campus/index.html

身近なモノを「魅せる」展示を考えるグループワーク

※参加費のお支払いにつきましては、銀行振込にてお願い
申し上げます。振込先の情報は、講座参加予定の皆様に
追ってご連絡を差し上げます。なお振込の期限は１月末
を予定しております。

※情報交流会は参加費に含まれます。

リニューアルは元のものに手を入れて新しくすることであり、いわば修繕に近い。しかし、展示が社会的要求の変化、
利用者ニーズの拡大や多様化に追従するには、新しく生まれ変わる「リノベーション」をめざさなくてはならない。しかし、
これに必要な展示施設の改修予算の獲得は、公共・民間を問わず困難な状況が続いているのが実情である。館職員が
創意工夫で部分的な展示更新を進めていたり、文化財の保存環境も老朽化した展示設備や収蔵設備を学芸員が工夫
しながら使い続けていたりする、そのような施設が相当数に及ぶと思われる。社会的な要請は激しく変化している。
インバウンド需要の増大、バリアフリーやユニバーサルデザインの浸透、DX化による情報革新、自然災害に対する
リスク対策、あげ始めればきりが無い。こうした対策の遅れから、展示が時代遅れとならないよう、また文化財を後世に
渡り伝えられるよう、計画的なリノベーションが行える気運を高めていきたい。

　モノをより魅力的に展示すること。これはミュージアムの展示に限らず様々な分野で行われています。文化財や
美術品の展示にとどまらず、多様なモノの魅せ方に展示を広げてそのテクニックを学ぶことで、ミュージアムの
展示を捉え直す機会とします。講師には図書館やショーウィンドの魅せ方など、より多彩なジャンルで取組み
をされている方々をお招きし、ミュージアムでモノを魅せる技術者も加えて、モノを「魅せる」ことの本質を
捉え直すプログラムを開催します。


